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軌道整列系 Mn(V1-xAlx)2O4の光誘起ダイナミクス 
 ＜背景・目的＞ 

 MnV2O4は、57Kでフェリ磁性転移と同時に軌

道整列を伴って cubicから tetragonal（a＞c）へ構

造相転移することが知られている[1]。本研究では、

MnV2O4の光誘起ダイナミクスを明らかにするた

め、フェムト秒反射型 pump-probe分光法を用い

て、光照射後の特定の時刻における反射率変化の

スペクトルを測定した。さらに、57Kでフェリ磁

性転移は起こすが軌道整列は起こさない

Mn(V0.9Al0.1)2O4の測定も同様に行うことにより、

光誘起ダイナミクスにおけるスピンと軌道のそれ

ぞれの効果を調べた。 

 

＜実験方法＞ 

 光源は Ti:sapphire再生増幅システムレーザー

を用い、その中心波長は 795nm（1.56eV）、パル

ス幅は 130fsである。pump光の波長は 1.56eV、

強度は 2.8mJ/cm2、probe光の波長は 1.1eV～

2.9eVで測定を行った。一般に pump-probe分光

法では、probe光の波長を固定して、pump光と

probe光の遅延時間を変化させることにより、ある

波長における反射率の時間変化を測定するが、本

研究では、光照射後の遅延時間を固定し、その状

態で波長を掃引することによって、光照射による

反射率変化のスペクトルの測定を行った。 

 

＜実験結果・考察＞ 

 図１～図３に光照射後 0.6ps,40psの反射率変化

のスペクトル(ΔR/R)を示す。図１より、MnV2O4

および Mn(V0.9Al0.1)2O4の高温相（T＞57K）に光

照射すると、0.6ps後には 1.6eV付近のMottギャ

ップがつぶれ、40ps後にはつぶれた Mottギャッ

プが回復することが分かった。図２より、

Mn(V0.9Al0.1)2O4の低温相（T＜57K）に光照射す

ると、0.6ps後には Mottギャップがつぶれ、40ps

後にはつぶれた Mottギャップは回復するが、その

とき Mott遷移のピークが高エネルギー側へシフ

トすることが分かった。これは、光照射前と異な

るスピン状態となったことによる効果だと考えら

れる。図３(a)(b)より、MnV2O4の低温相に光照射

すると、0.6ps後にはMottギャップがつぶれ、40ps

後にはつぶれたMottギャップが回復しMott遷移

のピークが高エネルギー側へシフトするとともに

軌道整列が融解することが分かった。 
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図１高温相における反射率変化スペクトル 
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図２低温相における Mn(V0.9Al0.1)2O4の 

 反射率変化スペクトル 
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図３低温相における MnV2O4の 

(a)E∥c (b)E∥aの反射率変化スペクトル 

 


